
令和８年度 群馬県麻しん・風しん対策会議次第 

 

 

日時：令和８年６月５日（金）18:30～19:30 

形式：Teams 開催 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

３ 議 事   

（１）麻しん及び風しんの発生動向について                    

（２）麻しん抗体検査事業及び風しん抗体検査事業について                  

（３）MRワクチンの流通状況について                  

（４）各機関の令和７年度の取組状況及び令和８年度取組予定について 

（５）令和８年度群馬県麻しん・風しん対策会議の取組について（案）          

（６）その他                       

 

 

４ 閉 会 
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令和８年度
群馬県 麻しん・風しん対策会議

令和8年6月5日（金）18:30～19:30

群馬県健康福祉部 感染症・疾病対策課

感染症危機管理室
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R7年は群馬県内
８年ぶりの患者発生

平成27年3月
WHOから排除認定

3 0 1 2 0 0 0 0 0 0             0            5 0
 
 462 35 165 186 279 744 10 6 6 28           45         265      498

麻しん患者数の推移（県内及び全国）

※R8年は第20週（5/17）までの速報値

R8年は全国で既に
498人の発生
（昨年265人）
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東京都
神奈川県
埼玉県
鹿児島県
千葉県
：
群馬県

R8年 麻しん 都道府県別/病型別報告数

東京都が約半数を占めている

2４４人
46人
38人
33人
３１人

0人
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R8年 麻しん 都道府県別/接種歴別報告数

全国 4９８名のうち、
68%が2回の予防接種完了が確認できていない
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R8年 麻しん 週別/推定感染地域別報告数

国内感染例は全体の73.２%

（推定感染地域国外内訳）
インドネシア
ニュージーランド
インド
ベトナム
台湾

14件
7件
4件
3件
2件
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令和8年 群馬県流行性疾患患者通報業務 年次推移
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令和8年 流行性疾患患者通報業務
（令和8年1月1日～5月27日）

■通報件数（件）
麻しん疑い 33

風しん疑い 0

麻しん・風しん疑い 2

合計 35

■疑い患者概要（麻しん疑い＋麻しん・風しん疑い35名）

性別 男性：18名 女性：17名

平均年齢 29.4歳 （中央値：28.0歳）

予防接種歴 2回接種：10名 1回接種：6名 接種なし：4名 不明：15名

海外渡航歴 海外渡航歴あり：3名（ベトナム2，台湾1） なし：32名

PCR（風しん・麻しん） 27

PCR（麻しんのみ） 2

IgM検査のみ（麻しん） 4

合計 33

■検査実施状況（件） 33件※すべて陰性
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※２件は検査実施せず麻しん否定
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麻しんの発生状況について

群馬県内の発生状況 他県での発生状況

8



厚生労働省
令和８年4月24日 事務連絡
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群馬県における対応状況①

内容 対応機関 対応状況

①
受
診
体
制

土日等の円滑な受診

郡市医師会・市町村 ・ホームページ、広報にて「休日当番医」等を掲載

感染症・疾病対策課
・大型連休前のSNS（X,LINE）による注意啓発
・医療機関向けの「麻しん（疑い）と診断した場合のフローチャート」等資料を掲載

麻しんを疑う患者の
行動について注意

感染症・疾病対策課

・受診者や接触者向けの資料を県ホームページに掲載（R8.5.21）
・患者発生時における、SNS（X、LINE）における注意啓発
・知事定例記者会見にて、麻しんの流行状況の及び基本的な感染対策について周知
（R7.6.4）
・報道提供資料内にて感染対策及び受診について県民への注意

②
積
極
的
疫
学
調
査

ガイドラインに沿った
対応

感染症・疾病対策課
・「保健所における麻しん対策・対応ガイドライン第三版」を、各保健所に周知
（R8.4.28）
・ガイドライン上の修正点（発熱の無い患者の感染可能期間）を患者調査票に反映

応援や全庁体制
感染症・疾病対策課

患者調査における業務の流れについて、保健所と共通認識をもつため、接触者調査
（施設調査）の確認事項を整理したチェックリストを作成（R8.3.23）
→運用について確認し適宜調整を実施
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（参考）医療機関の皆様向けの情報 感染症・疾病対策課HPに掲載

医療機関向け
「麻しん（疑い）と診断した
場合のフローチャート

医療機関向け
「接触者リスト」
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受診した方や接触者向けの資料 群馬県（衛生環境研究所）のHPに掲載

麻しん・風しん（疑いを含む）患者向けリーフレット
やさしい日本語版、スペイン語版、ポルトガル語版、ベトナム
語版、ネパール語版、中国語版、英語版

麻しん接触者向けリーフレット（令和7年5月更新）
やさしい日本語版、ベトナム語版

やさしい日本語版 ベトナム語版

患者用

接触者用
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麻しんを疑う方への注意啓発

報道提供資料（R8.2.7)
麻しん患者の利用施設について

X、LINE（R7.5.12)
県内での患者発生に伴う注意喚起
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保健所との連携

接触者調査（施設調査）の確認事項を整理したチェックリスト

接触者調査・公表判断の考え方

令和８年３月23日 保健所へ通知
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群馬県における対応状況②

内容 対応機関 対応状況

③
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

定期接種：
積極的に対象期間
早期の接種を勧奨

市町村
・広報誌に掲載し周知
・未接種者に対し個別勧奨（電話連絡やチラシ等）を実施

感染症・疾病対策課

・子ども予防接種週間にあわせ、SNS（X,LINE）での定期接種勧奨
（R8.2.27）
・ラジオ放送による周知（２～３月）→FMぐんま（スポット放送）

・予防接種助成に関する市町村担当窓口一覧リーフレットを作成
→ホームページに掲載、保健所へ周知

緊急接種対象者に
対するワクチン接種 現段階では未整備

④
任
意
接
種
対
応
可
能

医
療
機
関
の
一
覧
化

任意接種ができる
医療機関を一覧化

市町村
・抗体検査後、抗体価が低い方を対象とした任意接種について費用の一部助成
（一部市町村のみ）
→対応医療機関一覧のホームページ掲載により代替

感染症・疾病対策課 ・妊娠を考えているご家族等を対象に抗体検査費用の助成を実施
→対応医療機関一覧の県ホームページへの掲載により代替
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定期接種の勧奨について

X、LINE（R8.2.27)
子ども予防接種週間
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R6年度 第1期 市町村別MRワクチン接種率（参考）
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95％

R6年度 第2期 市町村別MRワクチン接種率（参考）
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〇保護者の意識向上・予防接種の積極的勧奨

・未接種者に対する電話、はがきによる個別の接種勧奨

・乳幼児健診の保健指導で接種歴の確認と、未接種者への接種勧奨（直接勧奨）

・入学説明会、就学時健診等でのチラシ配布

・ホームページ、公式LINE、Instagram、広報等による情報発信

・市町村独自のモバイルアプリ（予防接種スケジュール管理アプリ）での周知

・新生児訪問時に予防接種の必要性について説明

〇環境上の理由

・国内での麻しんの流行により、MRワクチンへの関心が高まった

・予診票再発行手続きの電子化

・集団接種と個別接種の両方をもうけた

〇集計上、人口上の理由

・転入者や出生数が多く、接種者数が対象者数を上回った

・前年度中に1歳になった児が年度を跨いで接種を行った

定期接種率が95％を上回った/前年度より上がった理由
～市町村への聞き取りから～
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〇MRワクチンの供給不安定

・予約制限を行っていたため、接種したくても予約ができなかった

・接種期間の延長やワクチン不足により、接種勧奨が十分にできなかった

〇保護者の意識・環境上の理由

・保護者が予防接種を希望しない（自然派育児、反ワクチン派）

・予防接種に対する保護者の理解・関心不足

〇勧奨の方法の課題

・外国籍児への予防接種案内、接種歴の把握等

〇集計上・人口上の理由

・他市町村や国外で接種した児が計上されていない（転入者）

・対象年齢人口が少ない市町村は、一人の未接種でも接種率が大きく低下

・対象者数の基準日の関係で、出生数の低下や対象児の転出に伴い（未接種者が

居なくても）接種率が低下する

定期接種率が95％を下回った/前年度より下がった理由
～市町村への聞き取りから～
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任意接種の勧奨について 群馬県のHPに掲載

予防接種助成に関する市町村担当窓口一覧
リーフレット（R8.5.7更新）
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任意接種対応可能機関一覧について 群馬県のHPに掲載

→任意接種対応可能機関の情報はとりまとめなし

抗体検査事業協力医療機関一覧

22



群馬県における対応状況③

内容 対応機関 対応状況

⑤
地
方
衛
生
研
究
所
等

に
お
け
る
検
査
体
制

土日、連休の検査体制の維持

衛生環境研究所 休日も含め依頼に応じ検査対応

感染症・疾病対策課 担当者の緊急連絡先一覧を更新し関係機関に共有

⑥
特
定
感
染
症

検
査
等
事
業

麻しんの抗体検査の補助につ
いて事業を活用し、積極的な
広報を実施

感染症・疾病対策課
令和8年1月から麻しん抗体検査事業を実施
→令和８年１月19日に報道提供を実施
→各社新聞等が掲載
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麻しん抗体検査事業の開始

令和８年１月19日 報道提供
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●平成24～25年に大流行
患者は主に成人男性
職場等での集団感染例多発
家族等への二次感染も発生

18 54 0 0 1 0 22 8 0 0 0 2            0           0           0  

2386 14344 319 163 126 91 2941 2298 101 12 15 12     9          11           2

●平成30～令和元年にも流行
患者は主に30～50歳代男性
（ワクチンを1回も接種していない年代）

※R８年は第２０週（5/17）までの速報値

風しん患者数の推移（県内及び全国）
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■EIA抗体価4.0以上の抗体保
有率は全体の73.8%
（R6年度82.7%）
■年齢群別の抗体保有率では、
2-3歳、40歳以上が高い

令和7年度群馬県感染症流行予測調査

*対象年齢：0～74歳
N=409 27



■HI抗体価1:32以上の抗体
保有率は全体の57.8%
（R6年度 76.1%）
■年齢群別の抗体保有率では、
40歳以上が最も高い
（75.7％）

*対象年齢：0～74歳
N=410

令和7年度群馬県感染症流行予測調査
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麻しん抗体保有の基準について

麻疹の抗体保有状況―2024年度感染症流行予測調査（暫定結果）｜国立健康危機管理研究機構感染症情報提供サイト

【麻しん EIA法】
＜2.0 陰性
2以上4.0未満 判定保留域
≧ 4.0 陽性

感染症流行予測調査（国）

日本環境感染学会 vaccine-guideline_05.pdf

Vol46-7_no545.pdf

⇒群馬県感染症流行予測調査
抗体ありとしている値：4.0以上

医療従事者のためのワクチンガイドライン 第５版より抜粋

IASR Vol.46 No7（No.545）より抜粋

感染症流行予測調査（国）
で抗体ありとしている値：
EIA抗体価 2.0 以上

日本環境感染学会ワクチン
ガイドライン：
予防接種不要としている値
EIA抗体価 16.0 以上

⇒群馬県麻しん抗体検査事業
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https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/iasr/IASR/Vol46/545/545r09.html
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出典：厚生労働省ホームページ（https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-11921000-Kodomokateikyoku-Soumuka/13.pdf）

風しん抗体保有の基準について

風しんの感染予防に十分な免疫を
保有している値：HI法32倍以上
⇒群馬県風しん抗体検査事業
群馬県感染症流行予測調査

風しんの追加的対策で
予防接種を不要として
いる値：HI法16倍以上

感染症流行予測調査（国）
で抗体ありとしている値：
HI法8倍以上

※風疹の追加的対策は令和７年３月31日をもって終了しました

感染症流行予測調査（国）

国立感染症研究所 風疹に関する疫学情報2026.4.22より抜粋

rubella260422

※
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事業内容
県内の医療機関に委託して、風しんウイルス抗体検査（ＨＩ法）
を実施

目的

個人予防（主に先天性風しん症候群予防）
先天性風しん症候群の発生防止及び風しんのまん延防止のた
めに、予防接種が必要である風しん感受性者を効率的に抽出
するとともに、県民の風しん予防に対する意識の向上を図る。

対象者
・妊娠を希望する女性
・妊娠希望女性の同居者
・抗体価の低い妊婦の同居者

実施主体 都道府県＋保健所設置市

本県における
事業開始時期

平成26年4月～

根拠 特定感染症検査等事業実施要綱

事業費の負担割合 国1/2 県1/2

群馬県風しん抗体検査事業
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■受診券交付件数（件）
女性 166

男性 168

合計 334

■県内受診券交付件数（件）
群馬県 334

前橋市 239

高崎市 448

合計 1,021

令和７年度群馬県風しん抗体検査事業

0

200

400

600

800

1000

1200

H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 H31/R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

受診券交付件数 年次推移（H26～R7年）

群馬県 前橋市 高崎市

0

10

20

30

40

50

60

70

80

令和7年度受診券交付年齢

男 女

32



0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

令和7年度風しん抗体価

男 女

■風しん抗体検査実施後の予防接種実施状況
抗体価 予防接種勧奨 予防接種実施 実施予定

HI法8倍未満： 24名 22名 3名 6名

HI法8倍： 37名 35名 14名 8名

HI法16倍： 75名 50名 7名 22名

EIA価8.0未満： 7名 6名 0名 2名

合計 143名 113名 24名 38名

※報告書に記入があった者に限る

46.9 %

N=143

■風しん抗体検査実施件数（件）
女性 153

男性 152

合計 305

感受性者

令和７年度群馬県風しん抗体検査事業

24

38

81

＜感受性者の予防接種実施状況＞

実施済 実施予定 不明
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事業内容
県内の医療機関に委託して、麻しんウイルス抗体検査（EIA
法）を実施

目的

個人予防（主に０歳児の感染予防）
０歳児の感染予防及び麻しんのまん延防止のために、予防接
種が必要である麻しん感受性者を効率的に抽出するとともに、
県民の麻しん予防に対する意識の向上を図る。

対象者

・妊娠を希望する女性
・妊娠希望女性の同居者
・妊婦の同居者
・０歳児の同居者

実施主体 都道府県＋保健所設置市

本県における
事業開始時期

令和８年１月～

根拠 特定感染症検査等事業実施要綱

事業費の負担割合 国1/2 県1/2

群馬県麻しん抗体検査事業
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■受診券交付件数（件）
女性 32

男性 27

合計 59

■県内受診券交付件数（件）
群馬県 59

前橋市 49

高崎市 163

合計 271

令和７年度群馬県麻しん抗体検査事業
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受診券交付件数 月次推移（R6.12～R7.3月）

群馬県 前橋市 高崎市

抗体検査開始時期
群馬県：令和8年 1月27日～
前橋市：令和8年 2月 2日～
高崎市：令和7年12月 1日～
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＜感受性者の予防接種実施状況＞

実施済 実施予定 不明

0

5

10

15

20

25

30

2.0未満 2.0以上16.0未満 16.0以上

令和7年度麻しん抗体価
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■麻しん抗体検査実施後の予防接種実施状況
抗体価 予防接種勧奨 予防接種実施 実施予定

2.0未満： 1名 1名 0名 1名

2.0以上16.0未満： 39名 28名 12名 7名

合計 40名 29名 12名 8名

※報告書に記入があった者に限る

75.5 %

N=40

■麻しん抗体検査実施件数（件）
女性 28

男性 25

合計 53

感受性者

令和７年度群馬県麻しん抗体検査事業
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抗体検査受診券(共通様式第4号)の変更について

＜変更前＞ ＜変更後＞

◆予防接種歓奨欄のがわかりにくいため、記載しやすい形に変更を検討中
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ＭＲワクチンの流通状況について①

※ＭＲワクチン製造事業者：①武田薬品工業株式会社 ②第一三共株式会社
③阪大微生物病研究会

Ｒ６.１…武田薬品の製品不具合により自主回収・他の２社も含め限定出荷対応
Ｒ６.10…国は武田薬品以外の２社に供給を前倒し(代替品目の供給)するよう依頼
Ｒ６.11…武田薬品がＲ６年度内の出荷停止を公表

⇒ 国は他の２社の供給で「Ｒ６年度の不足分を確保可能」と通知
Ｒ７.１…武田薬品が出荷停止を継続し「Ｒ７.12以降の出荷再開を目指す」と発表

Ｒ８.１…第一三共、阪大微生物病研究会の２社が限定出荷を解除
Ｒ８.６…武田薬品が出荷再開（限定出荷）の見込み

これまで経緯

令和８年度の医療機関への納入量は、例年と同等以上となる見込み

乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）は、令和６年度当初から
武田薬品工業社ワクチンの製品不具合による供給不足が続いていたが、現在は改
善傾向となっている。

令和６年度 実績 令和７年度 実績 令和８年度 見通し

1,950 1,825 2,010

引用：R8.3.31付け事務連絡
「麻しん及び風しんの定期接種
対象者に対する積極的な接種勧
奨並びに麻しん及び風しんの任
意接種に関する案内等について
（依頼）」【別紙２】

単位：千本
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各地域における麻しん・風しんのまん延防止の取り組み状況調査（R8．5 月実施） 

 

１．令和 7 年度の取組実績（実施内容） 

【前橋市医師会】 

（１）MRワクチン接種勧奨 

乳幼児健診、保育所（園）・幼稚園入所時健康診断、就学時健診、小学校説明 

会での保護者への説明およびパンフレット配布等で接種率の向上に努めた。 

（２）先天性風しん症候群の予防対策事業への協力 

【抗体検査】 

①妊娠を希望する女性、②妊娠を希望する女性の配偶者や同居家族、③風しん 

抗体価が低い妊婦の配偶者や同居家族を対象に、抗体検査費用の全額助成を 

行う事業に協力 

【予防接種】 

上記の抗体検査等の結果、抗体価が低い方を対象に予防接種費用の一部助成 

（年齢条件あり。風しん単独ワクチン 3,000円、MRワクチン 5,000円）を 

行う前橋市単独事業に協力。 
（３）麻しん抗体検査事業及び麻しん任意予防接種助成事業への協力 

【抗体検査】 
   ①妊娠を希望する女性、②妊娠を希望する女性の配偶者や同居家族、 

③妊婦の配偶者又は同居者、④ 0歳児の同居者を対象に、抗体検査費
用の全額助成を行う事業に協力。 

【予防接種】 

上記の抗体検査等の結果、抗体価が低い方を対象に予防接種費用の一部助成 

（年齢条件あり。麻しん単独ワクチン 3,000円、MRワクチン 5,000円）を 

行う前橋市単独事業に協力。 

（４）MR1 期・ 2 期・風しん第 5 期定期予防接種追加的対策の実施 
令和 6年度のMRワクチン供給不足に伴い、令和 6年度のMR1期・ 2期・ 
風しん 5期の対象者について、特例措置で令和 8年度末まで定期接種 
としての接種機会を確保している。 

（５）麻しん・風しん（疑い含）患者発生状況報告（全数把握調査）について 

会員に周知・徹底を喚起した。 

（６）新たに整備した前橋市麻しん・風しん対応マニュアルについて 

会員医療機関への情報提供と活用方法について会員へ伝達した。 

（７）速やかに会員に麻しん及び風しん（疑い含む）患者の発生状況情報を提供した。 

（８）前橋市休日夜間診療所（前橋医療センター）での麻疹・風疹（疑い含）

患者発生時の対応について整備した。 

 

【高崎市医師会】 

（１）ＭＲワクチンの接種歴確認と勧奨 

① 健診時：１歳６ヶ月児健診・３歳児健診、保育園・幼稚園・こども園の入園時 

及び定期健診、学校の就学時健診・定期健診。 

② 個別勧奨：ＭＲワクチンの接種率向上のため、ＭＲ２期の未接種児に対して 

勧奨の通知を個別に郵送。 
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（２）成人の風しん流行阻止（先天性風しん症候群の予防対策） 

対象：妊娠を希望している女性、妊娠を希望している女性の配偶者や同居の 

家族、風しんの抗体価が低い（HI 法であれば１６倍以下）と診断 

された妊婦の配偶者や同居の家族、及び、風しん抗体検査の結果が、 

「HI 法※で１６倍以下」に相当する値の方、「風しんの第５期の定期 

予防接種」の対象者であって、抗体検査の結果が「HI 法で８倍を超え、 

かつ１６倍以下」に相当する値であった方。 

ワクチン接種の一部助成：麻しん・風しん混合ワクチン 5,000 円 

風しんワクチン 3,000 円 

（３）成人の麻しん流行阻止 

対象：妊娠を希望している女性、妊娠を希望している女性の配偶者や同居の家

族、妊婦の配偶者などの同居者、麻しん風しん混合ワクチン定期接種を

受ける前の 0歳児の同居者。 

ワクチン接種の一部助成：麻しん・風しん混合ワクチン 5,000 円  

麻しんワクチン 3,000 円 

他市町村に先駆けて、令和７年１２月から事業を開始した。 

（４)その他 

① 高崎市広報・ＨＰ、高崎市医師会ＨＰにより、麻しん風しんに対する啓蒙を行

った。 

② 群馬県医師会より協力依頼されている麻しん・風しん（疑い含）患者発生状況

報告について会員に周知した。 

③ ラジオ高崎を通して、麻しん風しん対策予防接種（上記（１）～（３））の周知

を行った。 

 

【桐生市医師会】 

（１）医療機関における乳児のワクチン接種時に、麻しん・風しんワクチンを含め今後 

予定されているワクチンの確認と有用性の解説、並びに接種勧奨を行った。 

（２）麻しん・風しんワクチンについては、就学時健診の際に接種漏れがないか全例に

チエックを行い、いまだに未接種の幼児には改めて接種勧奨を行った。 

（３）教育委員会などの行政に協力を依頼し、幼稚園や保育園、小学校での接種勧奨を

強化施行した。 

（４）市が発行している広報きりゅうを利用し、時に応じて市民に周知を図った。 

（５）広報以外のメディア(FMラジオ、桐生タイムス等の地方紙)を利用して更なる 

啓蒙活動を行った。 

（６）成人風しん予防対策について、各医療機関へ繰返し協力要請を行った。 

 

【伊勢崎佐波医師会】 

伊勢崎市玉村町と協力し、以下の事業を行った。 

（１）Ⅰ期について、乳幼児健康診査等の機会を活用し、対象者に対する接種勧奨を実

施した。 

（２）Ⅱ期について、年度当初に対象者へ個別通知を発送するとともに、広報紙及びホ

ームページへの掲載を行った。また、個別通知の配布や電話連絡等により、接種
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勧奨を実施した。 

（３）大人の風しん予防接種費用助成事業 

任意接種による「大人の風しん予防接種費用助成事業」（風しん第５期定期接種

とは別事業）を助成対象者に対して、実施した。 

【助成額】 

・風しん単独ワクチン 3,000 円 

・麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン 5,000 円 

（４）多言語対応について 

外国人住民への対応として、英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語及びベト

ナム語による予診票を作成し、希望者に配布した。 

 

【太田市医師会】 

（１）ワクチン対象者の未接種者に対して、複数回の接種勧奨。 

１期：１歳６か月健診で案内、１歳９カ月に葉書郵送。 

２期：就学時健診時に案内、１月と３月に葉書郵送。 

（２）英語・ポルトガル語・スペイン語・中国語・ベトナム語の問診表を作成し配布。 

（３）大人の風しんワクチン接種費用の助成。 

（風しん単独 3,000円、麻しん風しん混合 5,000円） 

 

【群馬郡医師会】 

当医師会は高崎市に属しており、高崎市・高崎市医師会と予防接種委員会

を定期的に行っている。 1 歳児、年長児の麻疹風疹ワクチン定期接種。また

妊娠を希望する方への抗体検査を行った。 

 

【渋川地区医師会】 

〔渋川市〕 

 ・定期接種 

  １期：乳幼児健診時に勧奨。 

     また、接種状況を随時確認し、電話にて個別勧奨。 

  ２期：４月、７月（夏休み前）、１２月（冬休み前）に書面にて、個別勧奨。 

     また、２月から３月にかけて、未接種者へ電話による個別勧奨。 

     就学時健診の際には、各学校を通じて、パンフレットを配布。 
上記に加えて、ワクチン供給の偏りに係る長期療養特例（１・２・５期）
について、 HP及び広報にて、市民へ周知。１期・２期の特例対象者に対
しては、ハガキにて勧奨し、未接種者への電話による勧奨も引き続き行
った。 

・行政措置任意接種 

  先天性風しん症候群の予防として、妊娠を予定・希望している女性又はそのパート

ナーを対象に、予防接種費用を助成する。麻しん風しん混合に対しては５，０００

円、風しん単独に対しては３，０００円を助成する。なお、非課税世帯については、

全額を補助する。 

  この事業については、HP及び広報にて市民へ周知。 
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〔吉岡町〕 

・広報、ホームページ、保健センター内ポスターの掲示 

・【１期】健診時に接種履歴の確認 

・【２期】年１回通知、秋ごろに未接種者へ勧奨通知を発送 

・平成２年４月１日以前に生まれの現在妊娠中、妊娠を予定、もしくは希望している

女性及びその夫(内縁の夫及びパートナーを含む)の風しん抗体価が不十分な方を

対象に風しん予防接種費用の一部を助成。 

・麻しん風しんワクチンの特例措置について、ホームページに記事掲載。 

 

〔榛東村〕 

・広報にて記事掲載（令和７年４月、令和８年１月） 

・個別勧奨 

 Ⅰ期…２歳を迎える誕生日の３か月前の未接種者へ毎月勧奨通知 

    乳幼児健診で接種歴の確認と勧奨 

Ⅱ期…４月に通知、未接種者へ年２回勧奨通知（夏休み前、冬休み前） 

・成人風しん…妊娠を希望している者及びパートナー、妊娠中のパートナーに対し 

予防接種費用の一部を助成 

・麻しん風しんワクチンの特例措置について、ホームページに記事掲載 

 

【藤岡多野医師会】 

〔藤岡市〕 

【第１期における取り組み】 

各健診などにおいて、未接種者へ口頭で勧奨を実施。また、２歳になる３か月ほ

ど前までに接種が確認できない児には、保護者に対してハガキで再勧奨を行うなど、

必要に応じた対応を実施。 

【第２期における取り組み】 

年度初めに予診票を同封して勧奨通知を発送。その後、保育園の夏休み前、就学時

健診、学校説明会時に各関係機関を通じて勧奨のチラシを配布。１月頃までに接種

が確認できない児には、個別通知で再勧奨を実施。 

【第１期・第２期共通の取り組み】 

令和 7年4月 1日より、2年間の特例接種を実施。 

【大人の風しん対策】 

・妊娠を希望する人とそのパートナーに対して、接種費用の一部を助成。 

・第５期追加対策の実施。 

〔神流町〕 

・定期接種対象者へ個別通知による周知、接種勧奨の実施。 

・定期接種の対象外で医師が必要と認める場合、２回接種で１回につき 11,000 円

の助成金を交付。 

・成人の風しん流行阻止 

妊娠を希望している女性・夫・同居する家族及び、定期接種の対象外で、医師が 

必要と認める場合、抗体価検査（HI法・LTI法に限る）4,930円（税別）、予防 
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接種１回 11,000円の助成金を交付。 

 

〔上野村〕 

（第 1期の取組） 

定期接種者へは、新生児訪問の時に予防接種の重要性について説明を 

行っている。乳幼児健診時、未接種者へは受診勧奨を行っている。 

（第 2期の取組） 

保育所年長児を対象に、年度初めに MRワクチンの説明書と予診票を配布 

している。上野村へき地診療所に協力を頂き、診療時間外に MRワクチン 

等の予防接種が出来る時間を設定してもらい接種を行っている。 

(大人の風疹対策) 

定期接種の対象外で医師が必要と認めた、妊娠を望む夫婦・妊婦の同居家族に 

対して、抗体価検査、予防接種を全額助成している。 

【富岡市甘楽郡医師会】 

主に市町村の保健センターを中心に子供達が確実に MR ワクチンを接種できているか

確認している。また、未接種児に対しては、接種勧奨を行っている。 

特に医師会を中心とした活動はないが、県が行っている風しんの抗体価測定事業には、

各医療機関が積極的に取り組んでいる。 

【安中市医師会】 

安中市の令和７年度 MRワクチン接種は、下記の通りだった。 

第 1期は対象者 201名に対して 195名接種：97％ 

第 2期は対象者 284名に対して 256名接種：90.1％ 

【吾妻郡医師会】   

行政への協力を行った。医師会全体としては、特に行動実績はない。 

【沼田利根医師会】 

（１）小児の MR（1期、2期） 

   接種の周知徹底を目指し、毎年度複数回の接種勧奨している。お知らせは、市町

村ホームページや広報に掲載のほか、乳幼児健診や就学時健診で未接種者への声

掛けを行い、接種期限が近づいている未接種者へは、電話での個別連絡および 

ハガキでお知らせをしている。 

令和７年度の接種率（ 1 期、 2 期）は以下。 

沼田市： 95.9%, 88.8%   みなかみ町：111.3%, 88% 

     昭和村： 97%, 98%     片品村： 82.4%, 69.2% 

     川場村： 92.8%, 100% 

   片品、川場は対象者が少ないため、数名の未接種が接種率に大きく 

影響している。また片品村の未接種者数名は、親が反ワクチン思想の

ため説得もできない状況にある。 

   また、みなかみ町２期で年度内に接種できなかった２名は、期日外の 
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本年４月に接種を完了しているとの事。川場村の１期は未接種１名 

であるが、母数が少なく 92％になっている。 

（２）成人風疹予防対策 

   各市町村が妊娠を希望する女性およびそのパートナーへの予防接種費用一部 

助成を施行。各市町村ホームページ、広報、チラシ等で周知を呼びかけた。 

 

【館林市邑楽郡医師会】 

会としては特になし。行政実施取組への協力のみ。  
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２．令和 8 年度の取り組み（予定） 

【前橋市医師会】 

（１）昨年度の取り組みを継続 

（２）麻しん・風しんをはじめとする感染性疾患の流行状況の把握・予防対策について

保健所に調査協力するとともに、医師会員・関連諸機関への早期情報伝達に努め

ていく。 

 

【高崎市医師会】    

（１）ＭＲワクチンの接種歴確認と勧奨 

（２）成人の風しん流行阻止（先天性風しん症候群の予防対策） 

（３）その他 

① 高崎市広報・ＨＰ、高崎市医師会ＨＰによる麻しん風しんに対する啓蒙 

② 群馬県医師会より協力依頼されている麻しん・風しん（疑い含）患者発生状況 

報告について会員に周知 

 

【桐生市医師会】    

昨年度と同様の取り組みを行う予定である。 

令和７年度の中途より例年にない麻しんの感染拡大があり、麻しん・風しんワクチン

の供給不足もようやく解消されたことから、１期・２期の接種率の向上に危機感を持

って更に積極的に取り組む方針である。 

 

【伊勢崎佐波医師会】 

昨年同様の取り組みを実施する。 

また、令和8年に入り、麻疹の流行拡大が見られるため、発生状況につき迅速

な情報提供を行いたいと考えている。  

 

【太田市医師会】    

（１）ワクチン対象者の未接種者に対して、複数回の接種勧奨。 

１期：１歳６か月健診で案内、１歳９カ月に葉書郵送。 

２期：就学時健診時に案内、１月と３月に葉書郵送。 

（２）英語・ポルトガル語・スペイン語・中国語・ベトナム語の問診表を作成し配布。 

（３）大人の風しんワクチン接種費用の助成。 

   （風しん単独 3,000円、麻しん風しん混合 5,000円） 

 

【群馬郡医師会】     

妊娠を希望する女性等の麻しん・風しん抗体検査及びワクチン接種費用の助成 

高崎市市では、妊婦や定期接種前の 0歳児の麻しん感染を予防するため、また、妊娠

初期の風しん感染による先天性風しん症候群を予防するため、麻しん・風しん抗体検

査及びワクチン接種の費用を助成する。 
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抗体検査対象者 

検査当日に高崎市に住民登録がある方で、麻しん抗体検査の場合は下記(1)～(4)

の、風しん抗体検査の場合は下記(1)～(3)のいずれかに該当し、かつ除外要件に 

該当しない方 

【麻しん抗体検査】 

(1)妊娠を希望している女性 

(2)妊娠を希望している女性の配偶者などの同居者 

(3)妊婦の配偶者などの同居者 

(4)麻しん風しん混合ワクチン定期接種を受ける前の 0歳児の同居者 

【風しん抗体検査】 

(1)妊娠を希望している女性 

(2)妊娠を希望している女性の配偶者などの同居者 

(3)風しん抗体価が低いと診断された妊婦の配偶者などの同居者 

 

麻しん抗体検査：令和 8年 4月 1日から令和 9年 3月 31日まで 

風しん抗体検査：令和 8年 4月 1日から令和 9年 3月 31日まで 

 

【渋川地区医師会】 

〔渋川市〕 

・定期接種 

１期：乳幼児健診時に勧奨。 

また、接種状況を随時確認し、電話にて個別勧奨。 

２期：４月、７月（夏休み前）、１２月（冬休み前）に書面にて、個別勧奨。 

また、２月から３月にかけて、未接種者へ電話による個別勧奨。 

就学時健診の際には、各学校を通じて、パンフレットを配布。 

上記に加えて、ワクチン供給の偏りに係る長期療養特例（１・２・５期）に

ついて、HP にて、市民へ周知を行う。 

・行政措置任意接種 
先天性風しん症候群の予防として、抗体検査の結果、抗体価が低いと判
断された、①妊娠を予定・希望している女性及び②その同居者、③妊娠
している女性の同居者、④０歳児の同居者を対象に、予防接種費用を助
成する。麻しん風しん混合に対しては５，０００円、麻しん単身及び風
しん単身に対しては３，０００円を助成する。 
この事業については、 HP及び広報にて市民へ周知。 

〔吉岡町〕 

・子どもの予防接種については昨年度同様、継続して実施。  

【麻しん風しん予防接種費用助成事業の開始】  

抗体価が不十分と判断された方で、以下のいずれかに該当する者に  

麻しん風しんワクチンの接種費用の一部を助成。  

・妊娠を希望する女性及びその同居者  

・妊娠をしている女性の同居者  

・０歳児の同居者  
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※過去に麻しん風しんワクチンを２回接種した者・妊婦・未就学児を除く。 

（令和７年度まで実施した風しん予防接種費用の一部助成について、対象  

要件を変更し、新たに麻しん予防接種を追加。）  

〔榛東村〕 

・子どもの予防接種については昨年度同様、継続して実施 

・麻しん風しん予防接種費用助成事業の開始（令和７年度まで実施した  

風しん予防接種費用の一部助成について、対象要件を変更し、新たに  

麻しん予防接種を追加）  

麻しん又は風しんの抗体価が不十分と判断された方で、以下のいずれか

に該当する方に接種費用の一部を助成  

・妊娠を希望する女性及びその同居者  

・妊娠をしている女性の同居者  

・０歳児の同居者  

※過去に麻しん風しんワクチンを２回接種した方・妊婦・未就学児を除く。 

 

【藤岡多野医師会】 

〔藤岡市〕 

・第１期、第２期、妊娠を希望する人とそのパートナーについては、令和７年度同様 

の取り組みを実施予定。 

・麻しんについて、市民向けメール配信や複合施設ふじまる内デジタルサ  

イネージにて普及啓発の実施。  

・第１期、第２期ともに令和 7年4月 1日～令和 9年3月 31日までの２年間の 

特例接種を実施。 

・第５期追加対策については、接種期間を令和 7年4月 1日～令和 9年3月 31 

 日までの２年間延長して実施。 

 

〔神流町〕 

・定期接種対象者へ個別通知による周知、接種勧奨の実施。 

・定期接種の対象外で医師が必要と認める場合、２回接種で１回につき 11,000 円の

助成金を交付。 

・成人の風しん流行阻止 

妊娠を希望している女性・夫・同居する家族及び、定期接種の対象外で、医師が 

必要と認める場合、抗体価検査（HI法・LTI法に限る）4,930円（税別）、予防 

接種１回 11,000円の助成金を交付。 

 

〔上野村〕 

・今年度も令和７年度同様の取り組みを実施予定。 

 

【富岡市甘楽郡医師会】    

令和７年度と変わりないが、接種率の向上を目指している。 

最近の報道の影響からか、大人の MRワクチン接種が増加している。 
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【安中市医師会】 

 第 1期については出生届の時に説明をするほか一歳半健診の時に保健師より接種 

勧奨を行っている。 

第 2期については広報などで接種勧奨をするほか就学前検診での説明会を行い、1月

時点での未接種者に対して保護者へ文書での接種勧奨の連絡を郵送している。 

 

【吾妻郡医師会】 

 行政の取組みに積極的に協力していく。 

 麻しん・風しんのまん延防止のポスターを院内掲示して、住民への啓発に努める。 

 

【沼田利根医師会】 

（１）小児の接種は、令和７年度は途中転入もあり接種率が１００％を越える自治体も 

あったが、総じて前年とほぼ同等もしくは接種率が下回る結果であった。 

令和８年度は更に気を引き締めて、未接種者洗い出しを徹底し、個別 

連絡も含めた周知をおこない接種率向上に努めていく予定。 

（２）成人の接種も例年同様に各市町村で接種費用の公費助成が決まっている。 

 

【館林市邑楽郡医師会】 

 会としては特になし。行政実施取組への協力のみを予定。 

48



各機関の取組状況等 
 

 令和 7 年度の実績 令和８年度の取組（予定を含む） 

1.高崎市

保健所 

【定期接種について】 

・令和７年７月、市の広報誌に第１期・第２期の接種勧奨記事を掲載 

・令和８年１月、市の広報誌に第２期の接種勧奨記事を掲載 

・令和８年１月、第２期の未接種者に対して個別勧奨通知を発送 

【抗体検査・任意接種について】 

・令和７年４月、市の広報誌に高崎市風しん抗体検査事業についての記事を掲

載 

・令和７年１２月、市の広報誌に高崎市麻しん・風しん抗体検査事業について

の記事を掲載 

・令和７年１２月、妊娠希望者等を対象とした麻しん抗体検査事業（検査費用

全額公費）、抗体検査後予防接種事業（接種費用一部助成）を開始 

【平常時からの備えについて】 

〇市民や関係機関に対して以下のとおり普及・啓発を行った 

・医療機関向けに発行している感染症レポートに記事を掲載 

・市の養護教諭会に参加し、リーフレットを配布 

・市広報や LINE、ホームページ等に記事を掲載 

・市職員向けの掲示板に記事を掲載 

〇市ホームページに医療機関向けの診断時対応フロー等を掲載した 

〇医療監視時に医療機関職員に対し、以下のとおり確認・指導を実施した 

・発生（疑い含む）時対応等（感染症対応マニュアル等）について 

・職員の抗体保有状況・予防接種歴について 

【定期接種について】 

・市の広報誌、FM ラジオ高崎等における接種勧奨の呼びかけ 

・1 月に第２期の未接種者に対して個別勧奨通知を発送 

 

【抗体検査・任意接種について】 

・市の広報誌、FM ラジオ高崎等における接種勧奨の呼びかけ 

 

【平常時からの備えについて】 

・令和７年度同様の取組に下記を追加 

新型インフルエンザ等医療提供訓練において、麻しんの患者発生を想定し

た訓練を実施する 
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2.嬬恋村 【定期接種について】 

・第１期、第２期ともに集団接種を実施した。未接種児に対しては、複数回の

接種勧奨を実施。 

R7 接種率：第１期 98.0％、第２期 97.7％  

 

【抗体検査・任意接種について】 

・嬬恋村広報 6 月号に、風しんワクチン接種費用助成について掲載 

ホームページや嬬恋村子育てガイドブックに、風しん任意接種事業について掲

載 

 

【定期接種について】 

・第１期、第２期ともに集団接種を実施。未接種児に対しては、複数回の

接種勧奨を実施。 

【抗体検査・任意接種について】 

・嬬恋村広報に、風しんワクチン接種費用助成や麻しん抗体検査について

掲載 

・ホームページや嬬恋村子育てガイドブックに、風しん任意接種事業につ

いて掲載 

【平常時からの備え】 

・麻しん患者発生時の情報収集、関係機関連携（情報共有） 

3.群馬大

学医学部

附属病院 

新入職員に対して、麻しん・風しんのワクチン接種歴の確認および必要に応じ

た抗体価の検査により不足分のワクチン接種を病院負担で実施。 

→100％の実施率。 

本年も昨年と同様の取り組みを実施中。また、過去に入職した職員のなか

から麻疹ワクチン抗体価の低かったものを洗い出し、病院負担での再接種

を促す予定。 

4.群馬県

産業保健

センター 

特筆すべき事項なし 労働者、事業場等から相談があった場合には適切な相談先の紹介等の相

談対応を実施する。 

5.教育委

員会 

健康体育

課 

・第二期定期予防接種者対象保護者に、就学時健康診断の際に配布できる啓発

資料の作成・配布（8 月） 

・各研修会等で各校に対し、教職員を含めた児童生徒の麻しん風しん接種歴、

罹患歴の把握について指導 

 

・第二期定期予防接種者対象保護者に、就学時健康診断の際に配布できる

啓発資料の作成・配布（8 月） 

・各研修会等で各校に対し、教職員を含めた児童生徒の麻しん風しん接種

歴、罹患歴の把握について指導 

・「学校における麻しん風しん対策」（平成 23 年 3 月群馬県教育委員会作

成）の改訂 
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6.医務課 ・院内感染を未然に防ぎ、医療機関相互の連携強化や相談・研修等を実施する

ための院内感染地域支援ネットワーク相談事業について、群馬県医師会への

委託により実施している（R7 は麻しん・風しんに関する相談なし） 

・引き続き、左記事業を医師会に委託し、実施する。 

7.こど

も・子育

て支援課 

なし なし 

8.児童福

祉課 

・毎年度、母子健康手帳を作成し、予防接種の項目において、麻しん・風し

んの予防接種の重要性について解説している。なお、母子健康手帳は、市

町村において妊娠届出を行った全ての妊婦に対し配布されている。 

・母子健康手帳において引き続き、麻しん・風しんの予防接種の重要性に

ついて記載する予定。 

9.衛生環

境研究所 

【啓発等について】 

・令和 7 年 10 月 2１日発行のトピックスにおいて、小学校入学前のこどもが

いる家庭向けに、こどもへの MR ワクチン接種の呼びかけを行った。 

・令和 8 年 2 月 24 日発行のトピックスにおいて、3 月 1 日～7 日の「こども

予防接種週間」にあわせ、MR ワクチン接種の呼びかけを行った。 

・令和 7 年 4 月 22 日発行のトピックスにおいて、海外渡航時の注意喚起とし

て、MR ワクチン接種・抗体検査の啓発を行った。 

【平常時からの備え、検査について】 

・感染症法第 15 条第 3 項による積極的疫学調査に基づき、遺伝子検査を実施

した。 

 →令和 7 年度は 46 事例（123 検体）の検査を行った。（4 例陽性） 

・令和 7 年 5 月 2 日に保健所の感染症担当者に対して、麻しん発生時の対応

に関する講義を行った。 

・ホームページにおいて、県内及び他県における麻しんの発生状況を掲載 

・令和 8 年 3 月 3 日発行のトピックスにおいて、麻しんの注意喚起を行った。 

【啓発等について】 

・ホームページやトピックス等により啓発を行う 

 

 

 

 

 

【平常時からの備え、検査について】 

・保健所の感染症担当者に対して、麻しん発生時の対応に関する講義を行

う。 

・感染症法第 15 条第 3 項による積極的疫学調査に基づき、遺伝子検査を

実施。 

→令和 8 年 4 月に 5 事例（12 検体）の検査を行った。（0 例陽性） 

・ホームページにおいて、県内及び他県における麻しんの発生状況を掲載

している。  
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【県保健所】 

【取組事項概要】 

・「こども予防接種週間」に合わせ、定期予防接種の勧奨。（ポスター掲示、ラジオ、広報） 

・麻しん・風しん抗体検査受診券申請者への説明・リーフレット配布 

・保育施設・学校・福祉施設職員向け研修、医療機関向けカンファレンス、養護教諭部会などで情報提供 

・PCR 検査用検体容器や資材を医療機関へ配布 

 

 

 令和 7 年度の実績 令和 8 年度の取組（予定を含む） 

10. 渋 川

保健福祉

事務所 

・「渋川北群馬感染症発生動向調査情報(週報)」で子ども予防接種週間にあわ

せ、その他の予防接種とあわせて啓発。 

・「渋川北群馬感染症発生動向調査情報(週報)」で、全 5 回予防接種等の啓発

を実施。 

・医療監視時に、職員抗体保有状況等の確認及び指導。 

・渋川地区医師会あて「麻しん患者の増加に伴う注意喚起」を依頼し、管内

医療機関に診断のガイドラインや群馬県流行性疾患通報業務について周知

した。(R7.6) 

・医療監視時に、群馬県流行性疾患通報業務の周知 

・麻しん患者の接触者について、健康観察等対応（R7.11） 

・子ども予防接種週間にあわせて、学校等欠席者・感染情報システム(学

校サーベイ)等で、定期接種の勧奨。 

・「北群馬郡感染症発生動向調査情報（週報）」での啓発 

・医療監視時に、職員に対する入職時以外の抗体検査、任意予防接種に

ついて啓発。 

・管内福祉施設(保育所、高齢者施設等)向け感染症対策研修会で、抗体

価検査・任意予防接種について啓発。 

・渋川地域感染対策カンファレンス等で、「流行性疾患通報業務」につい

て情報提供予定。 

11. 伊 勢

崎保健福

祉事務所 

・「こども予防接種週間（3/1～7）」に合わせ、定期予防接種の勧奨に関する

ポスターを所内掲示した。 

・麻しん・風しん抗体検査受診券の申請者に対し、抗体価が低い場合には、

予防接種を受けるようリーフレットを配布した。 

・抗体検査についてのリーフレットを所内掲示した。 

・こども予防接種週間（3/1-7)にあわせ、令和 9 年 2 月放送の FM いせ

さきを利用し、予防接種の勧奨や麻しんについての啓発を行う予定。

また、定期予防接種の勧奨に関するポスターを所内掲示する予定。 

・麻しん・風しん抗体検査受診券の申請者に対し、抗体価が低い場合に

は、予防接種を受けるようリーフレットを配布する。 
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・保健所の疫学調査員に対して麻しん風しん感受性調査を実施した。 

・令和 7 年 5 月、管内医療機関向けカンファレンスにおいて、麻しん患者報

告の増加について情報提供を行うとともに、麻しん疑い患者来院時の対応

および PCR 検査実施に係る検体提出方法について周知した。また、休日の

連絡先の案内および検体容器の配布を行った。 

・佐波郡養護教諭部会において、注目すべき疾患として麻しんの感染状況に

ついて情報提供を行った。 

・麻しん風しん PCR 検査用の検体容器については、管内の主要病院 4 か所

及び病原体定点の小児科２か所に配布し、容器の期限が切れる頃に再配布

した。 

・保健所の疫学調査員に対して麻しん風しん感受性調査を実施。 

・令和 8 年 5 月 8 日に開催された佐波郡養護教諭部会において、注目す

べき疾患として麻しんの感染状況について情報提供を行った。 

・令和 8 年 7 月 22 日に管内医療機関向けカンファレンスで麻しんにつ

いて情報提供する予定。  

・麻しん風しん PCR 検査用の検体容器は適宜更新予定。 

12. 安 中

保健福祉

事務所 

・令和７年 7 月 2 日、保育施設職員向け感染症研修会において、予防接種に

関する情報提供及び啓発を行った。 

・令和 7 年 10 月、所内に衛生環境研究所作成のトピックス「小学校入学前

に！麻しん（はしか）・風しんの予防接種を受けましょう」を掲示し、来庁

者に周知、啓発を行った。 

・令和 8 年 2 月～3 月、子ども予防接種週間に合わせて所内に衛生環境研究

所作成のトピックス「3 月 1 日～7 日は、子ども予防接種週間です」を掲

示し、来庁者に周知、啓発を行った。 

・安中市広報（6 月号）に、風しん抗体検査や予防接種等に係る記事の掲載

を依頼した。 

・年間を通じて、風しん抗体検査事業の受診券発行申請者に対し、リーフレ

ットを活用しながら、抗体価が低い場合の追加接種の検討や相談窓口の案

内を行った。 

・令和 8 年 1 月から開始した麻しん抗体検査事業の受診券発行申請者に対し

ても同様に、リーフレットを活用しながら、抗体価が低い場合の追加接種

・保健所が主催する研修会等における、第 1 期・第 2 期予防接種につい

ての情報提供。 

・子ども予防接種週間に合わせた、当所ホームページや学校等欠席者・

感染症情報収集システムによる情報発信。 

・所内での啓発資料掲示・配布。 

・安中市広報への、麻しん・風しん抗体検査や予防接種等に係る記事の

掲載。 

・年間を通じた、麻しん・風しん抗体検査事業の受診券発行申請者に対

する、任意予防接種の案内。 

・所内での啓発資料掲示・配布。 

・管内 5 病院の感染症管理担当職員に対する情報提供と、患者発生時の

対応についての再確認。 

・県内の患者発生状況に応じ、医師会及び管内医療機関に情報提供。 
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の検討や相談窓口の案内を行った。 

・令和 8 年 3 月、所内に衛生環境研究所作成のトピックス「全国で麻しん

（はしか）が増加中、ワクチンが最も確実な予防方法です」を掲示し、来

庁者に周知、予防啓発を行った。 

・管内 5 病院に対し、立ち入り検査の際、職員の抗体検査保有状況や患者発

生時の対応について確認した。 

・管内 2 病院（碓氷病院・須藤病院）に対し、患者発生時の PCR 用検体採取

容器を配布し、対応の流れについて再度説明した。 

・令和 7 年 4 月、所内に衛生環境研究所作成のトピックス「麻しん（はしか）

に注意！～国内で感染者が増加中～」を掲示し、来庁者に周知、注意喚起

を行った。 

13. 藤 岡

保健福祉

事務所 

・子ども予防接種週間に合わせ、来所者の目に入りやすい場所に、定期予防

接種の勧奨に関するポスターを掲示した。 

・R7.6.18 の保育施設・学童クラブ職員向けの感染症研修会で麻しん・風し

んの予防接種についての情報提供を行った。 

・麻しん・風しん抗体検査受診券の申請者に対し、抗体価が低い場合には予

防接種するようリーフレットを配布した。 

・令和 7 年 12 月、管内医療機関向けの感染症訓練において、麻しんについ

ての情報提供を行うとともに、麻しん疑い患者来院時の対応および PCR 検

査実施に係る検体提出方法について周知した。 

・麻しん風しん PCR 検査用検体容器を公立藤岡総合病院へ配布した。 

 

・子ども予防接種週間に合わせ、来所者の目に入りやすい場所に、定期

予防接種の勧奨に関するポスターを掲示する。 

・6 月実施予定の保育施設・学童クラブ職員向けの感染症研修会で麻し

ん・風しんの予防接種についての情報提供を行う。 

・麻しん・風しん抗体検査受診券の申請者に対し、抗体価が低い場合に

は予防接種するようリーフレットを配布する。 

・麻しん・風しん疑い患者発生時の対応の流れについて、管内医療機関

に周知する。 

・感染症医療支援センターの研修として、管内医療機関向けの麻しん疑

い発生時の対応について研修を実施する。 

・管内医療機関などから麻しん・風しんについて、相談があれば随時対

応する。 

・公立藤岡総合病院に検体採取容器を 1 セット配布する。 
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14. 富 岡

保健福祉

事務所 

・令和 7 年 10 月に当所主催の保育施設向け研修会にて、職員へ年長クラス

の保護者に定期接種に該当していることのアナウンス依頼を実施。 

・令和 7 年 2～3 月、こども予防接種週間にあわせて合庁内に衛生環境研究

所作成のトピックス（2025 年,No.17）「小学校入学前に！麻しん（はし

か）・風しんの予防接種を受けましょう」、トピックス（2026 年,No.4）

「3 月 1 日～7 日は、子ども予防接種週間です」を掲示・配布し、来庁者

に周知。 

・麻しん風しん抗体検査事業の受診券発行申請者に対し、リーフレットを

用いながら、抗体価が低い場合の追加接種の検討や各市町村の窓口を随時

案内。 

・令和 7 年 5 月、第 1 回富岡地域感染対策向上カンファレンスにて「明日

はわが！？麻しん発生に備える医療現場の心構え」 と管内医療機関向け

に講演を実施。 

・令和 7 年 7 月、発生時に対応できるよう N95 マスクのフィットテスト研

修会を所内で実施。 

・令和 7 年 8 月～令和 7 年 12 月、管内 4 病院の立入検査時に職員等の抗

体保有状況等及び疑い患者発生時の対応等の確認を実施。 

・地域の拠点病院（公立富岡総合病院）へ麻しん風しんの PCR 検査用検体

採取セットを配布。 

・令和 8 年 3 月、富岡市甘楽郡医師会あてに疑い患者発生時の対応等のフ

ローチャート等を送付。管内医療機関に共有していただくよう依頼。 

 

・こども予防接種週間にあわせて合庁内にポスター掲示。 

・当所主催の保育施設向け研修会にて、職員へ年長クラスの保護者に

定期接種に該当するとアナウンスしてもらうよう依頼予定。 

・合庁内に麻しん風しん抗体検査事業についてのポスターを掲示。 

・発生時に対応できるよう N95 マスクのフィットテストを所内で実

施。 

・地域の拠点病院（公立富岡総合病院）へ麻しん風しん PCR 検査用検

体採取セットを配布。 
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15. 吾 妻

保健福祉

事務所 

・所内に感染症情報トピックス「麻しん患者の増加」、「子ども予防接種週間」

を掲示 

・令和 8 年 3 月、学校等欠席者・感染症情報システムのコメントに「麻しん

の予防接種の勧奨及び職員、園児、児童、生徒の予防接種歴確認の依頼」

を掲載 

・6 月開催の吾妻マザーアンドチャイルド（2 ヵ所）で、保護者及び市町村

保健師等に対し、「予防接種のお話」をする 

・令和 7 年度群馬県麻しん・風しん抗体検査事業の実施において、申請者に

「風しん抗体価が低い方への予防接種案内」のチラシで説明し、管内の予

防接種補助金の状況について、窓口で説明した。 

・7 月 10 日開催の令和 7 年度第 1 回吾妻地域感染症対策研修会において、

保育所幼稚園等職員に対して、内容に麻しん・風しんを含めた講義を実施 

・学校等欠席者・感染症情報システムのコメントで国内の麻しん発生状況、

予防接種の勧奨、研修会の案内などの情報提供を実施 

・5 月 1 日付で郡医師会をとおして管内医療機関（28 か所）、会員外医療機

関（1 か所）へ「麻しん疑い患者発生時の資料及び流行性疾患患者通報業

務」の通知を送付 

・11 月 15 日開催の原町赤十字病院感染症カンファレンス訓練に参加し、医

療機関での麻しん対応について講義を実施 

・所内に感染症情報トピックス「全国で麻しんが増加」を継続的に掲示

し、「子ども予防接種週間」を掲示予定 

・学校等欠席者・感染症情報システムのコメントに「麻しんの予防接種

の勧奨と予防接種歴の確認依頼」について掲載予定 

・令和 8 年度群馬県麻しん・風しん抗体検査事業の実施において、申請

者に「風しん抗体価が低い方への予防接種案内」のチラシで説明し、

管内の予防接種補助について、窓口で説明する。 

・5 月 1 日付で郡医師会をとおして管内医療機関（28 か所）、会員外医

療機関（1 か所）へ「麻しん疑い患者発生時の資料及び流行性疾患患者

通報業務」の通知を送付 

・6 月 25 日開催の令和 8 年度第 1 回吾妻地域感染症対策研修会におい

て、保育所幼稚園等職員に対して、内容に麻しん・風しんを含めた講

義を実施 

・感染症指定医療機関と麻しん疑い患者発生時、接触者発生時の受診体

制整備について継続する。 

16. 利 根

沼田保健

福祉事務

所 

・令和 7 年 7 月、保育所・幼稚園等を対象とした感染症研修会において、麻

しん・風しんの定期接種について説明を実施した（参加者 22 名）。 

・令和 8 年 3 月、こども予防接種週間に合わせ、コミュニティラジオ（FM 

OZE）にて定期接種の接種勧奨を呼びかけた。 

・麻しん・風しんの定期接種に関する感染症発生動向調査トピックス（2025

年 No.17、2026 年 No.4）を振興局庁舎に掲示し、来庁者への周知を図っ

・当所主催の保育所・幼稚園等を対象とした感染症研修会において、麻

しん・風しんの定期接種について情報提供を行う。 

・令和 9 年 3 月の「こども予防接種週間」にあわせ、コミュニティラジ

オ（FM OZE）において、定期予防接種の勧奨を呼びかける。 

・麻しん・風しんの定期接種に関する感染症発生動向調査トピックスを

振興局庁舎内に掲示し、来所者への周知啓発を図る。 
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た。 

・当所主催の感染症研修会において、予防接種について説明を行った。（令和

7 年 7 月：保育施設職員向け 22 名、令和 7 年 11 月：高齢者・障害者施

設職員向け 15 名） 

・群馬県風しん抗体検査受診券発行時に、任意予防接種の勧奨を実施した

（28 名）。 

・病院立入検査において、職員の抗体保有状況等を確認し、必要な指導を行

った（7 病院）。 

・麻しん・風しんの抗体検査・任意接種に関する感染症発生動向調査トピッ

クス（2025 年 No.8、2025 年 No.13、2026 年 No.5）を振興局庁舎に掲

示し、来庁者への周知を図った。 

・保健所における疫学調査員の感受性調査を実施した（11 名）。 

・令和 7 年 5 月、管内の養護教諭会において、麻しんの発生状況について情

報提供を行った（管内 40 校の養護教諭）。 

・令和 7 年 5 月、管内の感染対策カンファレンスにおいて、麻しんの発生状

況および患者発生時の対応について説明を行った。 

・令和 7 年 5 月、管内で発生した麻しん疑い患者への対応を実施した。 

・令和 8 年 2 月、麻しん患者の接触者対応を実施した。 

・利根沼田地域感染症発生動向調査情報（週報）に麻しん・風しんの抗

体検査及び任意接種に関する内容を掲載し、地域関係機関へ配信する。 

・当所主催の感染症研修会において、麻しん・風しんの予防接種につい

て情報提供を行う。 

・群馬県麻しん・風しん抗体検査受診券の発行時に、任意予防接種につ

いて勧奨を行う。 

・病院立入検査において、職員の抗体保有状況等を確認するとともに、

必要な指導を実施する。 

・麻しん・風しんの抗体検査及び任意接種に関する感染症発生動向調査

トピックスを振興局庁舎内に掲示し、来所者への周知啓発を図る。 

・患者（疑い例含む）発生時の積極的疫学調査を実施する。 

・管内の感染対策カンファレンスにおいて、麻しんの発生状況や患者発

生時の対応について情報提供する。 

・令和 8 年 5 月、管内の養護教諭会において、麻しんの発生状況につい

て情報提供する。 

・利根沼田地域感染症発生動向調査情報（週報）に麻しんの発生状況に

関する内容を掲載し、地域関係機関へ配信する。 

・保健所における疫学調査員の感受性調査を実施する（令和 8 年 5 月に

実施済み）。 

17. 太 田

保健福祉

事務所 

・令和 7 年 12 月、コミュニティ FM（FM 太郎）で、年末年始に海外へ渡航

する方向けに、麻しん・風しんの抗体価の確認と任意接種の勧奨を呼びか

けた。 

・麻しん・風しん抗体価検査の申請者に、抗体価が低い場合の任意接種につ

いて説明している。 

・医療機関への立入検査時に流行性疾患患者通報業務について改めて周知し

・こども予防接種週間にあわせて、令和 8 年 2 月にコミュニティ FM

（FM 太郎）で定期接種の勧奨を呼びかける。 

・年末年始等の海外渡航者が増える時期にあわせて、コミュニティ FM

（FM 太郎）で抗体検査・任意接種の啓発及び麻しん風しんの注意喚起

を行う。 

・外部関係機関（医療機関や医師会等）の担当者と発生時の対応等につ
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た。 

・令和 8 年 1 月に医師会主催の研修会で、県内の麻しん発生状況や流行性疾

患患者通報業務について参加医療機関あて説明した。 

・官庁連絡会議で、県内の麻しんの発生状況や対応等について情報提供を行

った。 

いて、改めて共有・確認する。 

・官庁連絡会議や医療機関が参加する会議・研修会等で、流行性疾患患

者通報業務や疑い患者発生時の対応等について改めて周知する。 

18. 桐 生

保健福祉

事務所 

・２月２８日、こども予防接種週間にあわせて、コミュニティ FM 桐生にて

定期接種の勧奨を呼びかけを行った。 

・学校等欠席者・感染症情報システムを活用し、保育所・幼稚園。学校等に

定期予防接種の勧奨と感染症予防等について周知した。 

・管内保健師主務者会議において、麻しん発生状況の情報提供するとともに

定期予防接種勧奨について依頼した。 

・桐生地域感染症対策加算合同カンファレンスにおいて、麻しんに関する情

報提供を実施した。 

・担当不在時でも迅速な対応ができるよう、疑い患者発生時に必要な書類及

び検査資材のセットを作成し、係員等に周知を図った。 

・管内病院に対して、医療法に基づく立ち入り検査の機会を利用し、麻しん

に関する情報提供と院内感染対策、疑い患者発生時の対応等について周知

した。 

・関係者（市・保育所・幼稚園等）に対して、会議や研修会等の機会を

活用し、定期予防接種についての勧奨を依頼する。 

・こども予防接種週間に合わせ、コミュニティ FM 放送等を活用して、

定期予防接種について勧奨する。 

・関係団体等に対し、会議等を活用して抗体検査について周知する。 

・管内医療機関に対して、会議・研修等の機会を活用し麻しんに関する

情報提供を行う。 

・疑い患者発生時に備え、担当不在時でも迅速な対応ができるよう、資

材等の準備、係内での情報共有に努める。 

19. 館 林

保健福祉

事務所 

・子ども予防接種週間にあわせて発行されるポスターを所内に掲示し、来所

者へ啓発を行った。 

・麻しん・風しんの定期接種に関する感染症発生動向調査トピックスを所内

に掲示し、来所者に対して周知を図った。（2025 年,No.17、2026 年,No.4） 

・麻しん・風しん抗体検査受診券の交付申請者に対し、十分な抗体が無かっ

た場合には予防接種を受けるよう促した。（32 名） 

・住民からの電話相談があった際には、抗体検査や予防接種を勧めた。 

・子ども予防接種週間にあわせて発行されるポスターを所内に掲示し、

来所者へ啓発を促す。 

・麻しん・風しんの定期接種に関する感染症発生動向調査トピックスを

所内に掲示し、来所者に対して周知を図る。 

・麻しん・風しん抗体検査受診券の交付申請者に対し、十分な抗体が無

かった場合には予防接種を受けるよう促す。 

・住民からの電話相談があった際には、抗体検査や予防接種を勧める。 

58



・麻しん・風しんの抗体検査・任意接種に関する感染症発生動向調査トピッ

クスを所内に掲示し、来所者に対して周知を図った。（2025 年,No.8、2026

年,No.13、2026 年,No.5） 

・感染対策向上加算算定における合同カンファレンス（令和 7 年 5 月 28 日）

において、国内での麻しん患者発生について情報提供するとともに、医療

機関向けのチラシを配布・説明し、確認をお願いした。 

・麻しん疑い患者が発生した場合に備え、資材を準備した。 

・医療機関へのウイルス保存液の配布。（3 医療機関） 

・麻しん・風しんの抗体検査・任意接種に関する感染症発生動向調査ト

ピックスを所内に掲示し、来所者に対して周知を図る。 

・感染対策向上加算算定における合同カンファレンスにて、県内の麻し

ん発生状況について情報提供を行うとともに、麻しん疑い患者を診察

した場合の対応について説明を行う。 

・麻しん疑い患者が発生した場合に備え、資材を準備しておく。 

・医療機関へのウイルス保存液の配布。（3 医療機関） 
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令和 8 年度 

群馬県麻しん・風しん対策会議の取組（案） 

 

１ ワクチン接種について 

定期接種（第１期・第２期）の接種率について県平均 95％以上を達成する。 

【医師会・市町村】 

・未接種者に対する個別の接種勧奨を強化 

【県】 

・接種率の低い市町村に対する支援、助言 

・リーフレットやホームページにて市町村接種相談窓口を案内 

・定期接種者対象保護者向けに、接種勧奨の資材作成・配布 

【市町村・県】 

・広報、刊行物、SNS、ラジオでの周知 

 

２ 周知啓発 

抗体検査・任意接種について効果的な周知を行う。 

【医師会】 

・医療従事者に対する情報提供 

【市町村】  

・児童福祉施設、学校関係者、渡航者、観光業関係者等に対する情報提供 

【県】 

・学校関係者や旅館業等の関係団体向けに情報提供、啓発 

・医師会、市町村への情報提供及び連携・支援 

【市町村・県】 

・広報紙、SNS、ラジオ、ホームページ等による周知 

・妊娠希望女性及びその周囲の者に対する任意接種の啓発強化 

 

３ 平常時からの準備 

平常時から患者発生に備える。患者発生時は迅速に対応する。 

【医師会・市町村】 

・夜間・休日の受診可能な医療機関について住民へ周知 

【県】 

・疑いの段階から情報収集、関係機関連携（情報共有） 

・遺伝子検査による確実な診断 

・麻しん患者発生時の感染拡大防止措置の強化 

（感染拡大防止のため、必要な限度で、患者が感染性のある時期に立ち寄った場所

等の公表・医師会等への迅速な情報提供を実施） 
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麻しんの感染拡大防止に向けた国民の皆様へのメッセージ

○ 重症になりやすく、感染力が極めて高い麻しん（はしか）が、2020年以降最多となるペースで感染拡大しています。麻しん（はし
か）は、マスクや手洗いでは感染予防として十分ではなく、ワクチンが重要です。麻しん（はしか）は、「かかってもたいしたことはない」
感染症ではなく、肺炎・脳炎・腸炎などで重症化することも多く、先進国でも重症化することもあり、1,000人に１人死亡するとされ
ている感染症です。更なる感染拡大防止のため、以下の事項について、ご協力をお願いいたします。

＜麻しん（はしか）を疑う症状がある場合の対応＞
○ 麻しんを疑う症状がある場合は、外出を控えるとともに、受診する場合には、事前に医療機関に連絡の上、医療機関の指示に従っ
てご対応いただくようお願いいたします。

○ 感染拡大防止のため、受診の際には、公共交通機関の利用を可能な限り避けることについて、ご協力をお願いいたします。

＜自治体の疫学調査へのご協力＞
○ 麻しん（はしか）の感染拡大防止には、患者や接触者に対する行政による調査が重要です。ご協力をお願いいたします。

＜ワクチン接種のご検討＞
○ ご自身の発症予防、重症化予防、集団としての感染拡大防止の観点から、ワクチンは２回接種することが重要です。
○ お子様が麻しん・風しんワクチンの定期接種の対象である1歳又は就学前1年間にある場合、積極的に早期の接種をご検討ください。
○ 海外では大きな流行が複数の国で報告されています。接種が不十分な場合、渡航の２週間前までに接種することをご検討ください。
○ 2000年4月1日以前に生まれた方は、当時の感染状況もあり、２回の定期接種が行われていない可能性があります。母子健康
手帳等で、過去の麻しんの罹患歴又は２回の接種記録を確認できない方は、今一度、麻しん・風しんワクチンの接種をご検討ください。
なお、今回の流行は10代～40代の方を中心に流行していることも踏まえ、特にこの年齢層の方はご検討をお願いいたします。

＜特にご注意いただきたい方々＞
○ 特に、以下の方々は、接種が不十分な場合、ワクチンの接種をご検討ください。
・ 保育園や学校職員、医療機関職員など、小さいお子さんや患者さんと接触する機会の多い方
・ 空港職員、観光業スタッフなど渡航者と接触する機会の多い方
○ また、以下の方々は、感染すると重症化すると言われていますのでご注意ください。
・ 妊娠中は麻しん風しんワクチンの接種はできません。 早産や流産のリスクがあるため、妊娠前の接種をご検討ください。
・ 免疫不全のある方は、主治医の方と相談のうえ、麻しん風しんワクチン接種をご検討ください。
・ 乳幼児は、肺炎や脳炎を起こすリスクがありますので、ご家族の接種歴をご確認ください。
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〇保護者の意識向上・予防接種の積極的勧奨

・未接種者に対する電話、はがきによる個別の接種勧奨、勧奨通知を2回送付

・乳幼児健診の保健指導で接種歴の確認と、未接種者への接種勧奨（直接勧奨）

・入学説明会、就学時健診等でのチラシ配布

・市町村独自のモバイルアプリ（予防接種アプリ）での周知

・新生児訪問時に予防接種の必要性について説明

〇環境上の理由

・国内での麻しんの流行により、MRワクチンへの関心が高まった

・予診票再発行手続きの電子化

・ワクチン供給安定

〇集計上、人口上の理由

・転入者が多く、接種者数が対象者数を上回った

・前年度中に1歳になった児が年度を跨いで接種を行った

定期接種率が95％を上回った/前年度より上がった理由
～市町村への聞き取りから～

※追加資料



〇保護者の意識・環境上の理由

・保護者が予防接種を希望しない（自然派育児、反ワクチン派）

・予防接種に対する保護者の理解・関心不足

・卒園・入学準備などで多忙になる時期のため、接種期間を失念（2期）

〇勧奨の方法の課題

・外国籍児への予防接種案内、接種歴の把握等

・乳幼児健診終了後で、直接の接種勧奨が行えない。

〇集計上・人口上の理由

・他市町村や国外で接種した児が計上されていない（転入者）

・対象年齢人口が少ない市町村は、一人の未接種でも接種率が大きく低下

・対象者数の基準日の関係で、出生数の低下や対象児の転出に伴い（未接種者が

居なくても）接種率が低下する

定期接種率が95％を下回った/前年度より下がった理由
～市町村への聞き取りから～

※追加資料
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